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数学Ｂ 第３章 数列 

第１節 等差数列と等比数列 

 １限目 Ｐ ７０～Ｐ ７２ 等差数列 

 ２限目 Ｐ ７３～Ｐ ７４ 等差数列の一般項 

 ３限目 Ｐ ７５～Ｐ ７７ 等差数列の和 

 ４限目 Ｐ ７８～Ｐ ８０ 等比数列 

 ５限目 Ｐ ８０～Ｐ ８２ 等比数列の和 

 ６限目 Ｐ ８３      補充問題 

第２節 いろいろな数列 

 １限目 Ｐ ８４～Ｐ ８６ 和の記号Σ（１） 

 ２限目 Ｐ ８７～Ｐ ８８ 和の記号Σ（２） 

 ３限目 Ｐ ８９～Ｐ ９０ 階差数列（１） 

 ４限目 Ｐ ９１      階差数列（２） 

 ５限目 Ｐ ９２      いろいろな数列の和（１） 

 ６限目 Ｐ ９３      いろいろな数列の和（２） 

 ７限目 Ｐ ９４      群数列 

 ８限目 Ｐ ９５      補充問題 

第３節 漸化式と数学的帰納法 

 １限目 Ｐ ９６～Ｐ ９７ 漸化式（１） 

 ２限目 Ｐ ９８～Ｐ ９９ 漸化式（２） 

 ３限目 Ｐ１００      隣接３項間の漸化式 

 ４限目 Ｐ１０１      数学的帰納法による等式の証明 

 ５限目 Ｐ１０２      数学的帰納法による不等式の証明 

 ６限目 Ｐ１０３      補充問題 

 ７限目 Ｐ３３       章末問題Ａ 

 ８限目 Ｐ３４       章末問題Ｂ 
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第１節 等差数列と等比数列 練習問題 解答 
 

練習１  

  }{ na ：１，４，９，１６，…… において， 

  
2a ＝４， 

4a ＝１６， 5a ＝２５ 
 

練習２  

（１） na ＝ 12 n  のとき， 

  
1a ＝１， 

2a ＝３， 3a ＝５， 
4a ＝７ 

（２） na ＝ )1( nn  のとき， 

  
1a ＝２， 

2a ＝６， 3a ＝１２， 
4a ＝２０ 

（３） na ＝ n2  のとき， 

  
1a ＝２， 

2a ＝４， 3a ＝８， 
4a ＝１６ 

 

練習３ 

（１） na ＝ n5  

（２） na ＝
nn )1(2   

 

練習４ 

（１）１，６，１１，１６，…… 

（２）１０，６，２，－２，…… 
 

練習５ 

（１）公差＝４ 

（２）公差＝－３ 
 

練習６  

（１） na ＝ )1(45  n ＝ 14 n  

（２） na ＝ )1(510  n ＝ 155  n  
 

練習７  

（１）第４項が１５，第８項が２７ の等差数列 

   na ＝ dna )1(   とおくと， 

  
4a ＝ da 3 ＝１５， 8a ＝ da 7 ＝２７ より，a＝６，d ＝３ 

  よって， na ＝ )1(36  n ＝ 33 n  

（２）第５項が２０，第１０項が０ の等差数列 

   na ＝ dna )1(   とおくと， 

  5a ＝ da 4 ＝２０， 10a ＝ da 9 ＝０ より， a＝３６，d ＝－４ 

  よって， na ＝ )1(436  n ＝ 404  n  
 

練習８ 

（１）初項３，公差４の等差数列 }{ na  の一般項は， 

   na ＝ )1(43  n ＝ 14 n  より， 14 n ＝７５ とおくと， n4 ＝７６ より， 

   n＝１９ であるから，第１９項 
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（２） 14 n ＞３００ とおくと， n4 ＞３０１ より， n＞
4

301
 

   よって， n≧７６ であるから，第７６項 であり，このとき， 76a ＝３０３ 

 

練習９  

（１）３， x，７，……… が等差数列のとき， 

   3x ＝ x7  であるから， x2 ＝１０ より， x＝５ 

（２）
12

1
，

x

1
，

6

1
，……… が等差数列のとき， 

   
12

11


x
＝

x

1

6

1
  であるから，

x

2
＝

12

3
＝

4

1
 より， x＝８ 

 

練習１０ 

（１）初項２，末項１０，項数１０ の等差数列において， 

   Ｓ＝ )102(10
2

1
 ＝ 125 ＝６０ 

（２）初項８，末項－６，項数１５ の等差数列において， 

   Ｓ＝ )68(15
2

1
 ＝１５ 

 

練習１１  

（１）初項１，公差２，項数２０ の等差数列において， 

   Ｓ＝ })120(212{20
2

1
 ＝ 4010 ＝４００ 

（２）初項１０，公差－４，項数１５ の等差数列において， 

   Ｓ＝ })115(4102{15
2

1
 ＝15(10 28) ＝－２７０ 

 

練習１２ 

  初項６，公差４ の等差数列において， 

  nS ＝ })1(462{
2

 n
n

＝ }6)1(2{ nn ＝ )42( nn ＝ nn 42 2   

 

練習１３ 

（１）等差数列 }{ na ：２，６，１０，…… ，７４ において， 

   na ＝ )1(42  n ＝ 24 n  より， 24 n ＝７４ とおくと， n4 ＝７６ より， 

   n＝１９ であるから， 

   Ｓ＝ )742(19
2

1
 ＝ 3819 ＝７２２ 

（２）等差数列 }{ na ：１０２，９６，９０，…… ，６ において， 

   na ＝ )1(6102  n ＝ 1086  n  より， 1086  n ＝６ とおくと， n6 ＝１０２ より， 

   n＝１７ であるから， 

   Ｓ＝ )6102(17
2

1
 ＝ 5417 ＝９１８ 
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練習１４ 

（１） 20321   ＝ )120(20
2

1
 ＝２１０ 

（２） 100321   ＝ )1100(100
2

1
 ＝ 10150 ＝５０５０ 

（３） 29531   ＝
215 ＝２２５     ← １から始まる１５個の奇数の和 

（４） 55531   ＝
228 ＝７８４     ← １から始まる２８個の奇数の和 

 

練習１５ 

（１） 40642   ＝ )20321(2   ＝ )120(20
2

1
2  ＝４２０ 

（２） 100642   ＝ )50321(2   ＝ )150(50
2

1
2  ＝ 5150 ＝２５５０ 

 

練習１６ 

（１）１，３，９，２７，…… 

（２）３，－６，１２，－２４，…… 

（３）１，
3

1
，

9

1
，

27

1
，…… 

（４）
2

1
 ，

4

1
，

8

1
 ，

16

1
，…… 

 

練習１７ 

（１）１，２，４，８，……     の公比＝２ 

（２）１，－２，４，－８，……    の公比＝－２ 

（３）１６，８，４，２，……     の公比＝
2

1
 

（４）
9

2
 ，３，－２，

4

3
 ，……   の公比＝

3

2
  

 

練習１８ 

（１） na ＝
132  n
      5a ＝

42 3 ＝１６２ 

（２） na ＝
1)3(  n
      5a ＝

4( 3) ＝８１ 

（３） na ＝
122  n
＝

n2     5a ＝
52 ＝３２ 

（４） na ＝

1

2

1
3













n

    5a ＝

4
1

3
2

 
  
 

＝
3

16
  

 

練習１９ 

（１）等比数列 }{ na ：１，－２，４，－８，…… は，初項１，公比―２ より， 

   na ＝
1)2(  n
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（２）等比数列 }{ na ：
2

3
，

4

3
，

8

3
，

16

3
，…… は，初項

2

3
，公比

2

1
 より， 

  na ＝

1

2

1

2

3










n

＝

n










2

1
3  

（３）等比数列 }{ na ：５，－５，５，－５，…… は，初項５，公比―１ より， 

   na ＝ 1)1(5  n
 

（４）等比数列 }{ na ： 2，２， 22 ，４，…… は，初項 2 ，公比 2  より， 

   na ＝
n)2(  

 

練習２０ 

（１）第２項が６，第４項が５４ の等比数列 

   na ＝
1nra  とおくと， 

  
2a ＝ ra ＝６， 

4a ＝
3ra ＝５４ より， 2r ＝９ であるから， r＝±３ 

  r＝３ のとき， a＝２，  r＝－３ のとき，a＝－２ 

  よって， na ＝
132  n
 または na ＝

1)3(2  n
 

（２）第５項が－９，第７項が－２７ の等比数列 

   na ＝
1nra  とおくと， 

  5a ＝
4ra ＝－９， 7a ＝

6ra ＝－２７ より， 2r ＝３ であるから， r＝ 3  

  このとき，a＝－１ より， na ＝
1)3(  n
 または na ＝

1( 3 )n   
 

練習２１ 

（１）２， x，３２，……… が等比数列のとき， 

   
2

x
＝

x

32
 であるから，

2x ＝６４ より， x＝±８ 

（２）３， x，９，……… が等比数列のとき， 

   
3

x
＝

x

9
 であるから，

2x ＝２７ より， x＝± 33  

 

練習２２  

（１）１，２，
22 ，

32 ，…… は，初項１，公比２ の等比数列であるから， 

  nS ＝
12

12



n

＝ 12 n
 

（２）２，
3

2
，

23

2
，

33

2
，…… は，初項２，公比

3

1
 の等比数列であるから， 

  nS ＝

3

1
1

3

1
12

























n

＝

3

2

3

1
12























n

＝






















n

3

1
13  

 

練習２３  

  na ＝
1nra  とおくと， 

  
2raraa  ＝７ …… ①， 

432 rarara  ＝ )( 22 raraar  ＝２８ …… ② 
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  ①，② より， 2r ＝４  よって， r＝±２ 

  r＝２ のとき，① より， a7 ＝７ よって，a＝１ 

  r＝－２ のとき，① より， a3 ＝７ よって，a＝
3

7
 

 

第１節 等差数列と等比数列 補充問題 解答 
 

１．  

（１） na ＝ 23 n ＝ )1(31  n  より，a＝１，d ＝３ 

（２） 23 n ＝２００ とおくと， n3 ＝２０２ であり， n  は整数にならないので， 

   ２００ はこの数列の項ではない。 

２． 

（１） na ＝ )1(350  n ＝ 533  n  より， 533  n ＜０ とおくと， 

 n3 ＞５３ よって， n＞
3

53
 より，n≧１８ であるから， 

   第１８項が初めて負の数になる。 

（２）初めて負の数になる項の直前の項までの和が最大になるから， 

   17S ＝ })117(3502{
2

17
 ＝ )250(

2

17
 ＝ 2617 ＝４４２ 

３． 

  na ＝
1nra  とおくと， 

 
2a ＝ ra ＝３， 5a ＝

4ra ＝２４ より， 3r ＝８ であるから， r＝２ 

 このとき， a＝
2

3
 であるから， na ＝

12
2

3  n
＝

223  n
 

４．  

  na ＝
1nra  とおくと， 

 
2a ＝ ra ＝３ …… ①， 321 aaa  ＝

2raraa  ＝１３ より，
2raa  ＝１０ …… ② 

 ① より， a＝
r

3
 であるから，これを ② に代入して， 

 r
r

3
3
 ＝１０ よって，

233 r ＝ r10  

 3103 2  rr ＝ )3)(13(  rr ＝０ より， r＝
3

1
，３ 

 r＝
3

1
 のとき，① より， a＝９，  r＝３ のとき，① より，a＝１ 

第２節 いろいろな数列 練習問題 解答 

練習２４  

（１）
2222 20321   ＝ )1202)(120(20

6

1
 ＝ 412120

6

1
 ＝２８７０ 

（２）
2222 30321   ＝ )1302)(130(30

6

1
 ＝ 613130

6

1
 ＝９４５５ 
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練習２５  

（１）



n

k

k
1

)12( ＝ )12(531  n  

（２）



8

3

12
k

k
＝ 765432 222222   

（３）




1

1

1n

k k
＝

1

1

3

1

2

1
1




n
  

練習２６  

（１）
222222 1197531  ＝




6

1

2)12(
k

k  

（２）
222222 1197531  ＝




7

2

2)32(
k

k  

 

練習２７  

（１）


15

1

2
k

＝ 152  ＝３０ 

（２）


24

1k

k ＝ 2524
2

1
 ＝ 2512 ＝３００ 

（３）


50

1k

k ＝ 5150
2

1
 ＝ 5125 ＝１２７５ 

（４）


7

1

2

k

k ＝ 1587
6

1
 ＝ 547  ＝１４０ 

（５）


12

1

2

k

k ＝ 251312
6

1
 ＝ 25132  ＝６５０ 

 

練習２８  

（１）



n

k

k
1

)12( ＝ 



n

k

n

k

k
11

12 ＝ nnn  )1(
2

1
2 ＝ nnn  )1( ＝ nn 22   

（２）



n

k

k
1

)53( ＝ 



n

k

n

k

k
11

53 ＝ nnn 5)1(
2

1
3  ＝ }10)33({

2

1 2 nnn  ＝ )73(
2

1 2 nn   

（３）




1

1

4
n

k

k ＝ )1(
2

1
4  nn ＝ nn 22 2   

 

練習２９  

（１）



n

k

kk
1

2 )473( ＝ 



n

k

n

k

n

k

kk
111

2 473 ＝ nnnnnn 4)1(
2

1
7)12)(1(

6

1
3   

    ＝ }8)1(7)12)(1{(
2

1
 nnnn ＝ )242(

2

1 2  nnn ＝ nnn  23 2  

（２）



n

k

kk
1

)2)(1( ＝



n

k

kk
1

2 )23( ＝ 



n

k

n

k

n

k

kk
111

2 23  

           ＝ nnnnnn 2)1(
2

1
3)12)(1(

6

1
 ＝ }12)1(9)12)(1{(

6

1
 nnnn  

           ＝ )462(
6

1 2  nnn ＝ )23(
3

1 2  nnn ＝ )23(
3

1 23 nnn   
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練習３０  

（１） 2222 )2(642 n  ＝ 


n

k

k
1

24 ＝ )12)(1(
6

1
4  nnn ＝ )32(

3

2 23 nnn   

（２） 2222 )12(531  n ＝ 



n

k

k
1

2)12( ＝ 



n

k

kk
1

2 )144( ＝ 



n

k

n

k

n

k

kk
111

2 144  

                 ＝ nnnnnn  )1(
2

1
4)12)(1(

6

1
4  

                 ＝ nnnnnn  )1(2)12)(1(
3

2
 

                 ＝ }3)1(6)12)(1(2{
3

1
 nnnn ＝ )14(

3

1 2 nn  

練習３１  

（１）



n

k

k

1

152 ＝
15

)15(2



n

＝ )15(
2

1
n

 

（２）



n

k

k

1

13 ＝
13

13



n

＝ )13(
2

1
n

 

 

練習３２  

  }{ na ：１，２，５，１０，１７，…… とすると， 

  階差数列 }{ nb ：１，３，５，７，…… であり，一般項 nb ＝ 12 n  であるから， 

  6a ＝ 5a ＋ 5b ＝１７＋９＝２６ 

  7a ＝ 6a ＋ 6b ＝２６＋１１＝３７ 

練習３３  

（１） }{ na ：１，２，４，７，１１，…… とすると， 

  階差数列 }{ nb ：１，２，３，４，…… であり，一般項 nb ＝ n  であるから， 

   n≧２ のとき， na ＝ 





1

1

1

n

k

kba ＝１＋




1

1

n

k

k ＝１＋ )1(
2

1
nn ＝ )2(

2

1 2  nn  であり， 

  
1a ＝１ より， n＝１ のときも成り立つ。 

（２） }{ na ：２，３，５，９，１７，…… とすると， 

  階差数列 }{ nb ：１，２，４，８，…… であり，一般項 nb ＝
12 n
 であるから， 

   n≧２ のとき， na ＝ 





1

1

1

n

k

kba ＝２＋





1

1

12
n

k

k
＝２＋

12

12 1



n

＝ 12 n ＋１ であり， 

  1a ＝２ より， n＝１ のときも成り立つ。 
 

練習３４  

  nS ＝ nn 2
 のとき， 1a ＝ 1S ＝１－１＝０ 

  n≧２ のとき， na ＝ 1 nn SS ＝ })1()1({)( 22  nnnn  

                ＝ })1({})1({ 22  nnnn  

                ＝ 1)12( n ＝ 22 n  

 1a ＝０ より，これは n＝１ のときも成り立つ。 
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練習３５  

 
)12)(12(

1

 kk
＝ 












 12

1

12

1

2

1

kk
 より， 

 Ｓ＝
)12)(12(

1

75

1

53

1

31

1










 nn
  

  ＝


















































12

1

12

1

7

1

5

1

5

1

3

1

3

1
1

2

1

nn
  

  ＝ 











12

1
1

2

1

n
＝

12

2

2

1




n

n
＝

12 n

n
 

 

練習３６  

  Ｓ＝
62 37333211    ……… ① のとき， 

 S3 ＝  762 37363231    ……… ② 

  ①－② より， 

  S2 ＝
762 373331   ＝ 7

7

37
13

13





＝

2

1313 7 
  よって，Ｓ＝ )1313(

4

1 7  ＝7108 

参考 一般に， 

  Ｓ＝
12 3333211  nn  ……… ③ とおくと， 

 S3 ＝  nn nn 33)1(3231 12    ……… ④ 

  ③－④ より， 

  S2 ＝ 
nn n 33331 12   ＝ 

n
n

n 3
13

13





＝ 

2

13)12( 


nn
 

  よって，Ｓ＝ }13)12({
4

1
 nn  

 

練習３７  

  １｜３，５｜７，９，１１｜１３，１５，１７，１９｜２１，…… 

（１）第 n群には n個の項が含まれるから，第 n群の最初の項は，先頭から数えて 

   1)1(321  n ＝ 1)1(
2

1
nn ＝ )2(

2

1 2  nn  番目である。 

   よって その数は， 1)2(
2

1
2 2  nn ＝ 12  nn  

（２）第 n群の最後の項は，第n＋１群の最初の項より２小さいので，その数は， 

   { 1)1()1( 2  nn }－２＝ 12  nn  

   よって，第 n群に含まれる項の和 nS  は， 

   nS ＝ })1()1{(
2

22  nnnn
n

＝
22

2
n

n
 ＝

3n  であるから， 

   15S ＝
315 ＝３３７５ 

第２節 いろいろな数列 補充問題 解答 

５． 

  
44 )1(  kk ＝ 1464 23  kkk   
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  この恒等式において， k  に１から nまでを順に代入すると， 

  k ＝ n    のとき， 
44 )1(  nn ＝ 1464 23  nnn  

  k ＝ n－１ のとき， 44 )2()1(  nn ＝ 1)1(4)1(6)1(4 23  nnn  

   ………       …………        ………… 

  k ＝２   のとき， 
44 12   ＝ 1242624 23   

  k ＝１   のとき， 
44 01   ＝ 1141614 23   

  これらを辺々すべて足すと，
4n  ＝ nkkk

n

k

n

k

n

k

 
 11

2

1

3 464  より， 

  


n

k

k
1

34 ＝ nkkn
n

k

n

k

 
 11

24 46 ＝ nnnnnnn  )1(2)12)(1(4
 

                  ＝ nnnnnnn  )22()32( 2234
 

                  ＝
234 2 nnn  ＝

22 )1( nn  

  よって，


n

k

k
1

3
＝

22 )1(
4

1
nn ＝

2

)1(
2

1









nn  

６．  

  



n

k

kkk
1

)2)(1( ＝



n

k

kkk
1

23 )23( ＝ 



n

k

n

k

n

k

kkk
11

2

1

3 23  

           ＝ )1()12)(1(
2

1
)1(

4

1 22  nnnnnnn  

           ＝ }4)12(2)1({)1(
4

1
 nnnnn ＝ )65)(1(

4

1 2  nnnn  

           ＝ )3)(2)(1(
4

1
 nnnn  

別解  

  )2)(1()1()3)(2)(1(  kkkkkkkk ＝ )2)(1(4  kkk  

  この恒等式において， k  に１から nまでを順に代入すると， 

  k ＝ n  のとき， )2)(1()1()3)(2)(1(  nnnnnnnn ＝ )2)(1(4  nnn  

   ………    …………       …………       ……… 

  k ＝２ のとき， 43215432        ＝ 4324   

  k ＝１ のとき， 32104321        ＝ 3214   

  これらを辺々すべて足すと， )3)(2)(1(  nnnn ＝ 



n

k

kkk
1

)2)(1(4  より， 

  



n

k

kkk
1

)2)(1( ＝ )3)(2)(1(
4

1
 nnnn  

 

７．  

（１）
23

1
2  kk

＝
)2)(1(

1

 kk
＝

2

1

1

1




 kk
 より， 

 
 

10

1
2 23

1

k kk
＝

















10

1 2

1

1

1

k kk
 

        ＝ 




































12

1

11

1

5

1

4

1

4

1

3

1

3

1

2

1
 ＝

12

1

2

1
 ＝

12

5
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（２）
kk 1

1
＝

kk

kk





)1(

1
＝ kk 1  より， 

 
 

n

k kk1 1

1
＝




n

k

kk
1

)1(  

         ＝ )1()23()12( nn   ＝ 11 n  

 

８．  

  Ｓ＝ 12 2)1(242312  nn  ……… ① とおくと， 

 S2 ＝  nn nn 2)1(22322 12    ……… ② 

  ①－② より， 

  －Ｓ＝ 
nn n 2)1(1)2221( 12   ＝ 

n
n

n 2)1(1
12

12





＝ 

nn 2  

  よって，Ｓ＝
nn 2  

第３節 漸化式と数学的帰納法 練習問題 解答 

練習３８  

（１）
1a ＝１００， 1na ＝ na －５ 

   
2a ＝

1a －５＝９５， 3a ＝
2a －５＝９０，

4a ＝ 3a －５＝８５， 5a ＝
4a －５＝８０ 

（２）
1a ＝２， 1na ＝ na3  

   
2a ＝

13a ＝６， 3a ＝
23a ＝１８，

4a ＝ 33a ＝５４， 5a ＝
43a ＝１６２ 

（３）
1a ＝２， 1na ＝ na3 ＋２ 

   
2a ＝

13a ＋２＝８， 3a ＝
23a ＋２＝２６，

4a ＝ 33a ＋２＝８０， 5a ＝
43a ＋２＝２４２ 

（４）
1a ＝１， 1na ＝ nan   

   
2a ＝

1a ＋１＝２， 3a ＝
2a ＋２＝４，

4a ＝ 3a ＋３＝７， 5a ＝
4a ＋４＝１１ 

 

練習３９  

（１）
1a ＝２， 1na ＝ na ＋３ 

   na ＝ )1(32  n ＝ 13 n  

（２） 1a ＝１， 1na ＝ na2  

   na ＝
12 n
 

練習４０  

（１） 1a ＝１， 1na ＝ n

na 3  

   }{ na  の階差数列 }{ nb の一般項は， nb ＝
n3  であるから， 

   n≧２ のとき， na ＝ 





1

1

1

n

k

kba ＝１＋




1

1

3
n

k

k
＝１＋

13

)13(3 1



n

＝１＋
2

33 n

＝
2

13 n

 であり， 

  1a ＝１ より， n＝１ のときも成り立つ。 

（２） 1a ＝０， 1na ＝ 12  nan  

   }{ na  の階差数列 }{ nb の一般項は， nb ＝ 12 n  であるから， 
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   n≧２ のとき， na ＝ 





1

1

1

n

k

kba ＝





1

1

)12(
n

k

k ＝ )1()1(  nnn ＝ 12 n  であり， 

  
1a ＝０ より， n＝１ のときも成り立つ。 

 

練習４１  

（１） c＝ 64 c  とおくと， c＝２ より， 

   1na ＝ 64 na  を変形すると， 21 na ＝ )2(4 na  

（２） c＝ 12 c  とおくと， c＝－１ より， 

   1na ＝ 12 na  を変形すると， 11 na ＝ )1(2 na  

（３） c＝ 32  c  とおくと， c＝１ より， 

   1na ＝ 32  na  を変形すると， 11 na ＝ )1(2  na  
 

練習４２  

（１）
1a ＝５， 1na ＝ 64 na  

   c＝ 64 c  とおくと， c＝２ より， 

   
1a －２＝３， 21 na ＝ )2(4 na  

   よって，数列 }2{ na  は，初項３，公比４の等比数列であるから， 

   2na ＝
143  n
 より， na ＝

143  n
＋２ 

（２）
1a ＝１， 1na ＝ 12 na  

   c＝ 12 c  とおくと， c＝－１ より， 

   
1a ＋１＝２， 11 na ＝ )1(2 na  

   よって，数列 }1{ na  は，初項２，公比２の等比数列であるから， 

   1na ＝ n2  より， na ＝ n2 －１ 

（３）
1a ＝２， 1na ＝ 32  na  

   c＝ 32  c  とおくと， c＝１ より， 

   
1a －１＝１， 11 na ＝ )1(2  na  

   よって，数列 }1{ na  は，初項１，公比－２の等比数列であるから， 

   1na ＝
1)2(  n
 より， na ＝

1)2(  n
＋１ 

（４） 1a ＝３， 1na ＝ 1
2

1
na  

   c＝ 1
2

1
c  とおくと， c＝２ より， 

   1a －２＝１， 21 na ＝ )2(
2

1
na  

   よって，数列 }2{ na  は，初項１，公比
2

1
の等比数列であるから， 

   2na ＝

1

2

1










n

 より， na ＝

1

2

1










n

＋２ 
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研究 練習１  

  
1a ＝１， 2a ＝４， 2na ＝ nn aa 34 1   （ n＝１，２，３，…… ） 

  
2a －

1a ＝３， 12   nn aa ＝ )(3 1 nn aa   より， 

  }{ na  の階差数列 }{ nb の一般項は， nb ＝
n3  であるから， 

  n≧２ のとき， na ＝ 





1

1

1

n

k

kba ＝１＋




1

1

3
n

k

k
＝１＋

13

)13(3 1



n

＝１＋
2

33 n

＝
2

13 n

 であり， 

 
1a ＝１ より， n＝１ のときも成り立つ。 

 

別解  

  
1a ＝１， 2a ＝４， 2na ＝ nn aa 34 1   （ n＝１，２，３，…… ） 

  12   nn aca ＝ nn aac 3)4( 1   ＝ 









  nn a

c
ac

4

3
)4( 1  と変形できるので， 

  c＝
c4

3
 とおくと， 342  cc ＝ )3)(1(  cc ＝０ より， c＝１，３ 

  c＝１ のとき，
12 aa  ＝３， 12   nn aa ＝ )(3 1 nn aa   より， nn aa 1 ＝

n3  ……… ① 

  c＝３ のとき，
12 3aa  ＝１， 12 3   nn aa ＝ nn aa 31   より， nn aa 31  ＝１ ……… ② 

  ②－① より， na2 ＝
n3 －１ よって， na ＝

2

13 n

 

 

練習４３  

（１） )12(531  n ＝
2n  

 ⅰ） n＝１ のとき，左辺＝右辺＝１ より，等式は成り立つ。 

 ⅱ） n＝ k  のとき，等式が成り立つと仮定すると， 

   )12(531  k ＝
2k  

   n＝ k ＋１ のとき， 

   左辺＝ )12()12(531  kk ＝ )12(2  kk ＝
2)1( k ＝右辺 

   よって，等式は n＝ k ＋１ のときも成り立つ。 

 ⅰ），ⅱ）より，等式 )12(531  n ＝
2n  はすべての自然数n  について成り立つ。 

（２） )1(433221  nn ＝ )2)(1(
3

1
 nnn  

 ⅰ） n＝１ のとき，左辺＝右辺＝２ より，等式は成り立つ。 

 ⅱ） n＝ k  のとき，等式が成り立つと仮定すると， 

   )1(433221  kk ＝ )2)(1(
3

1
 kkk  

   n＝ k ＋１ のとき， 

   左辺＝ )2)(1()1(433221  kkkk ＝ )2)(1()2)(1(
3

1
 kkkkk  

     ＝ )3)(2)(1(
3

1
 kkk ＝右辺 

   よって，等式は n＝ k ＋１ のときも成り立つ。 

 ⅰ），ⅱ）より，等式 )1(433221  nn ＝ )2)(1(
3

1
 nnn  はすべての自然数n   

   について成り立つ。 
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練習４４  

  n2 ＞ 12 n  

ⅰ） n＝３ のとき，左辺＝ 32 ＝８，右辺＝ 132  ＝７ より，不等式は成り立つ。 

ⅱ） n＝ k （ k ≧３）のとき，不等式が成り立つと仮定すると， 

  k2 ＞ 12 k  

  この不等式の両辺を２倍すると， 12 k ＞ 24 k  ……… ① であり， 

  }1)1(2{)24(  kk ＝ )32()24(  kk ＝ 12 k ＞０ より， 

  24 k ＞ 1)1(2 k  ……… ② 

  ①，② より， 12 k ＞ 1)1(2 k  であるから，不等式は n＝ k ＋１ のときも成り立つ。 

ⅰ），ⅱ）より，不等式 
n2 ＞ 12 n  は３以上の自然数n  について成り立つ。 

第３節 漸化式と数学的帰納法 補充問題 解答 

９． 

（１）
1a ＝２， 1na ＝ nnan  2  （n＝１，２，３，…… ） 

   }{ na  の階差数列 }{ nb の一般項は， nb ＝ nn 2
 であるから， 

   n≧２ のとき， na ＝ 





1

1

1

n

k

kba ＝２＋





1

1

2 )(
n

k

kk ＝２＋ )1(
2

1
)12)(1(

6

1
 nnnnn  

            ＝ }12)1(3)12)(1({
6

1
 nnnnn ＝ )1222(

6

1 3  nn ＝ )6(
3

1 3  nn  

  であり，
1a ＝２ より， n＝１ のときも成り立つ。 

（２）
1a ＝１， nn aa 1 ＝３ （n＝１，２，３，…… ） 

   1na ＝ 3 na  であり， c＝ 3c  とおくと， c＝
2

3
 より， 

   
1a －

2

3
＝

2

1
 ，

2

3
1 na ＝ )

2

3
(  na  

   よって，数列 }
2

3
{ na  は，初項

2

1
 ，公比－１の等比数列であるから， 

   
2

3
na ＝

2

)1( n
 より， na ＝

2

3
＋

2

)1( n
 

（３） 1a ＝２， 12 na ＝ 1na  （n＝１，２，３，…… ） 

   1na ＝
2

1

2

1
na  であり， c＝

2

1

2


c
 とおくと， c＝１ より， 

   1a －１＝１， 11 na ＝ )1(
2

1
na  

   よって，数列 }1{ na  は，初項１，公比
2

1
の等比数列であるから， 

   na －１＝

1

2

1










n

 より， na ＝１＋

1

2

1










n
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１０．  

（１）
2a ＝

1

1
2

a
 ＝

2

1
2  ＝

2

3
， 3a ＝

2

1
2

a
 ＝

3

2
2  ＝

3

4
， 

4a ＝
3

1
2

a
 ＝

4

3
2  ＝

4

5
 

（２）（１）より， na ＝
n

n 1
 ……… ① と推測し，数学的帰納法により証明する。 

 ⅰ） n＝１ のとき，
1a ＝２ より，① は成り立つ。 

 ⅱ） n＝ k  のとき，① が成り立つと仮定すると， ka ＝
k

k 1
 

   このとき， 1ka ＝
ka

1
2  ＝

1
2




k

k
＝

1

)1(2





k

kk
＝

1

2





k

k
 

   よって， n＝ k ＋１ のときも，① は成り立つ。 

 ⅰ），ⅱ）より，① はすべての自然数n  について成り立つ。 

 

（２）別解 漸化式から直接，一般項 na  を求める方法を紹介する。 

  
1a ＝２， 1na ＝

na

1
2   （n＝１，２，３，…… ） 

c＝
c

1
2   とおくと， 122  cc ＝

2)1( c ＝１ より， c＝１ 

1a －１＝１， 1na －１＝
na

1
1 ＝

n

n

a

a 1
 であり，式の各辺の逆数をとると， 

   
1

1

1 a
＝１，

1

1

1 na
＝

1n

n

a

a
＝

1

1
1




na
 

   よって，数列 









1

1

na
は，初項１，公差１の等差数列であるから，

1

1

na
＝n  

   na －１＝
n

1
 より， na ＝

n

1
＋１＝

n

n 1
 

 

第３章 数列 章末問題 解答 
１．  

  na ＝ dna )1(   とおくと， 

 
4a ＝ da 3 ＝１４， 8a ＝ da 7 ＝３０ より，a＝２，d ＝４ 

 よって， na ＝ )1(42  n ＝ 24 n  

（１） 24 n ＝７０ とおくと， n4 ＝７２ より，n＝１８ よって，第１８項 

（２） 24 n ＝１２３ とおくと， n4 ＝１２５ より，n  は整数ではないので， 

   １２３ はこの数列の項ではない。 

２． 

  等差数列 }{ na ：１，４，７，…… の一般項は， na ＝ )1(31  n ＝ 23 n  より， 

  13a ＝ 2133  ＝３７， 
24a ＝ 2243  ＝７０ であるから， 

  第１３項から第２４項までの和は， 

   Ｓ＝ )7037(12
2

1
 ＝ 1076  ＝６４２ 
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３． 

  142 2221   ＝
12

1215




＝３２７６７（円） 

 

４．  

（１） na ＝
1nra  とおくと， 

   
42 aa   ＝

3rara  ＝ )1( 2rra  ＝２０ ……… ① 

   64 aa   ＝
53 rara  ＝ )1( 23 rra  ＝８０ ……… ② 

   ②÷① より， 2r ＝４ であり，① より， r＞０ であるから， r＝２ 

   ① に代入して， a10 ＝２０ よって， a＝２ 

（２）（１）より， na ＝ n2  であるから， 10S ＝
12

)12(2 10




＝２０４６ 

 

５． 

（１）
)2)(1(

1

 kkk
＝












 )2)(1(

1

)1(

1

2

1

kkkk
 より， 

 
 

n

k kkk1 )2)(1(

1
＝ 

 












n

k kkkk1 )2)(1(

1

)1(

1

2

1
 

    ＝































































 )2)(1(

1

)1(

1

54

1

43

1

43

1

32

1

32

1

21

1

2

1

nnnn
  

    ＝











)2)(1(

1

2

1

2

1

nn
＝

2 3

4( 1)( 2)

n n

n n



 
 

（２）
)2(

2

kk
＝

2

11




kk
 より， 

 
 

n

k kk1 )2(

2
＝














n

k kk1 2

11
 

    ＝ 





























































2

11

1

1

1

1

6

1

4

1

5

1

3

1

4

1

2

1

3

1
1

nnnn
  

    ＝
2

1

1

1

2

1
1







nn
＝

)2)(1(

32

2

3






nn

n
＝

)2)(1(2

)32(2)2)(1(3





nn

nnn
 

    ＝
)2)(1(2

)64()23(3 2





nn

nnn
＝

)2)(1(2

53 2





nn

nn
 

６．  

  }{ na ：１， 31 ， 531  ，……， )12(531  n  

  この数列の一般項は， na ＝
2n  であるから， 

  nS ＝


n

k

k
1

2
＝ )12)(1(

6

1
 nnn  

 

７． （Ｐ９１ 練習３４ との違いに注意せよ） 

  nS ＝ 12 n  のとき， 1a ＝ 1S ＝１＋１＝２ 

  n≧２ のとき， na ＝ 1 nn SS ＝ }1)1({)1( 22  nn ＝
22 )1(  nn ＝ 12 n  



- 17 - 

 

 

８．  

   
1

1
 

2

1
，

2

2
 

3

1
，

3

2
，

3

3
 

4

1
，

4

2
，

4

3
，

4

4
 

5

1
，……… について， 

（１）
10

3
 は第１０群の３番目の項であり，この群数列の第n群には，n個の項が含まれるので，  

   39321   ＝ 3109
2

1
 ＝４８ より，第４８項 

（２）最初から，第 n群の最後までの項数 )1(
2

1
nn ≧１００ とおくと， 

   )1( nn ≧２００ より， n≧１４ 

   また，第１群から第１３群までの項数は， 13321   ＝ 1413
2

1
 ＝９１ であるから， 

   第１００項は，第１４群の９番目の項なので，
14

9
 

 

９．  

（１）１から１００までの自然数のうち，３の倍数は， 

   13 ， 23 ， 33 ，………， 333  より，その和は， 

   Ｓ＝ )993(33
2

1
 ＝ 5133 ＝１６８３ 

（２）１から１００までの自然数のうち，４で割ると３余る数は， 

   304  ， 314  ， 324  ，………， 3244   より，その和は， 

   Ｓ＝ )993(25
2

1
 ＝ 5125 ＝１２７５ 

 

１０．  

   n1 ， )1(2 n ， )2(3 n ，………， 1n  

（１）この数列の第 k 項は， )1(  knk  

（２）この数列の和は， 

   Ｓ＝



n

k

knk
1

)1( ＝ 



n

k

n

k

knk
11

2 )1( ＝
2)1(

2

1
)12)(1(

6

1
 nnnnn  

    ＝ })12()1(3){1(
6

1
 nnnn ＝ )2)(1(

6

1
 nnn  

１１．  

（１） nS ＝ 12 na  ……… ① より， 1nS ＝ 12 1 na  ……… ② 

   ②－① より， 1na ＝ nn aa 22 1   

   よって， 1na ＝ na2  

（２）① において，n＝１ のとき， 1S ＝ 12 1 a  であり， 1S ＝ 1a  であるから， 

   1a ＝ 12 1 a  よって， 1a ＝１ 

   したがって，数列 }{ na は，初項１，公比２の等比数列より， na ＝
12 n
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１２．  

   
1a ＝１， 1nan ＝ nan )1(2   （n＝１，２，３，…… ） 

（１）漸化式の両辺を )1( nn  で割ると，
1

1





n

an ＝
n

an2  であるから， nb ＝
n

an  とおくと， 

   
1b ＝１， 1nb ＝ nb2  （ n＝１，２，３，…… ） よって， nb ＝ 12 n

 

（２）（１）より，
n

an ＝ 12 n   よって， na ＝
12  nn  

１３．  

   n  が自然数のとき，
1212 32   nn
 は５の倍数である ……… ① 

 ⅰ） n＝１ のとき，
1212 32   nn
＝２＋３＝５ より，① は成り立つ。 

 ⅱ） n＝２ のとき，
1212 32   nn
＝

33 32  ＝８＋２７＝３５ より，① は成り立つ。 

 ⅲ） n≦ k  のとき，① が成り立つと仮定すると，
3232 32   kk
，

1212 32   kk
 は５の倍数 

   このとき，
1212 32   kk
＝ )3232()32)(32( 122212221212   kkkk

 

              ＝ )32(32)32)(32( 323222221212   kkkk
 も５の倍数 

   よって， n＝ k ＋１ のとき，① は成り立つ。 

 ⅰ）～ⅲ）より，① はすべての自然数 n  について成り立つ。 

 


